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『時雨集』について

綿　抜　豊　昭＊

A study of a collection of haiku poems Shigureshu

Toyoaki WATANUKI

抄録
『時雨集』と題された句集がある。出版目的、刊年、編者、出版社、出版目的については記され

ていない。そのため、これまで特に注目されたことはないようである。そこで『時雨集』の内容を
分析した。その結果、松尾芭蕉の二百回忌にあたって編まれたことがわかった。芭蕉二百回忌は明
治二十六年（一八九三）である。したがって『時雨集』の成立も明治二十六年か、その前後である。
編纂したのは、信州諏訪地方の有力な俳人であった省我（せいが）である。省我が死んだのは、明
治二十七年（一八九四）九月四日である。「時雨」は冬の季語である。したがって明治二十七年に

「時雨集」が成立したとは考えがたい。また「取り越し」ということばもみられないので、明治二
十六年より前に成立したと考えるよりは、明治二十六年の冬に成立したと考えた方がよいだろう。
芭蕉二百回忌の関連行事や出版などは、全国的におこなわれたという点で注目されている。芭蕉二
百回忌に関連する句集は、明治時代の俳諧の研究で見過ごすことはできない。『時雨集』は、芭蕉
二百回忌に関連する句集の一つとして重要なものである。

Abstract
A collection of haiku poems titled Shigureshu seems not to have been paid attention to so much

because it has not information about the editor, the publisher and the purpose of publishing it. As a
result of analyzing its contents, it became clear that it was compiled on the occasion of the two-hun-
dredth anniversary of Matsuo Basho’s death. As it was in the 26th year of Meiji (1893), the Shigureshu
must have been published in that year or around that year. Seiga, who was a famous haiku poet in
Shinshu-Suwa region, compiled it and died on September 4, the 27th year of Meiji (1894). The word

“shigure”in haiku indicates that the season is winter. Therefore, it is hard to think that it was com-
plied in the 27th year of Meiji. In addition, the word“torikoshi”, which means“advancing the date”
in Japanese, is not in it. In consequence of these reasons, we should consider that it was complied in
the winter of the 26th year of Meiji. Events and publications related to the two-hundredth anniversary of
Basho’s death attract attention in the way that they were conducted and published all over the coun-
try. Shigureshu is important in the study of haiku poems in Meiji era as a collection of haiku poems
related to the two-hundredth anniversary of Basho’s death．
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（
二
）

一

は
じ
め
に

『
時
雨
集
』
と
題
さ
れ
た
句
集
が
あ
る
。
現
在
、
公
的
機
関
で
は
天
理
図
書
館
所
蔵
本
が
知

ら
れ
る
ほ
か
、
稿
者
も
所
蔵
し
て
い
る
。
稿
者
所
蔵
本
に
よ
っ
て
簡
略
に
書
誌
を
記
す
と
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

半
紙
本
一
冊
。
袋
綴
、
四
つ
目
綴
。
全
二
十
三
丁
（
遊
び
紙
無
し
）。
料
紙
は
楮
紙
。
狐

色
の
表
紙
。
表
紙
左
方
に
無
辺
の
原
題
簽
、「
時
雨
集
」
と
刷
。
見
返
し
は
、
表
の
そ
れ

は
赤
色
の
料
紙
、
裏
の
そ
れ
は
他
の
料
紙
と
同
じ
。
序
跋
無
し
。
本
文
は
木
版
刷
、
一
面

九
行
、
匡
郭
、
界
線
無
し
。

出
版
目
的
、
刊
年
、
編
者
、
出
版
者
（
社
）
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
か
、

こ
れ
ま
で
特
に
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
句
集
で
あ
る
。

本
稿
は
、『
時
雨
集
』
の
内
容
等
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
句
集
が
松
尾
芭
蕉
二

百
回
忌
に
あ
た
っ
て
、信
州
諏
訪
の
俳
人
で
あ
る
省
我
が
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
あ
る
。

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
は
、
俳
文
芸
の
歴
史
に
お
い
て
、
芭
蕉
二
百
回
忌
の
関
連
行

事
や
出
版
等
が
、
俳
人
に
よ
っ
て
全
国
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
、
そ
の
一

方
で
、
正
岡
子
規
が
「
芭
蕉
雑
談
」
を
発
表
し
、
俳
句
革
新
の
始
動
の
年
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。
東
明
雅
は
「（
子
規
が
）
芭
蕉
の
偶
像
を
破
壊
し
、
旧
い
俳
諧
を
攻
撃
し
始
め
た
」
年

で
あ
り
、「
ま
さ
に
芭
蕉
は
没
後
二
百
年
に
し
て
、
最
も
手
痛
い
攻
撃
を
受
け
た
」
と
述
べ
て

い
る
（
註
１
）。

正
岡
子
規
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
研
究
が
す
す
ん
で
い
る
も
の
の
（
註
２
）、
子
規
が
登
場

し
た
当
時
、
す
で
に
活
動
し
て
い
た
俳
人
と
そ
の
門
人
、
い
わ
ゆ
る
「
旧
派
」
の
俳
人
に
つ
い

て
は
、
地
域
史
に
お
い
て
ふ
れ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
全
国
的
な
視
野
で
研
究
が
す
す
ん

で
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。「
旧
派
」
の
俳
人
た
ち
が
お
こ
な
っ
た
芭
蕉
の
二
百
回
忌
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
、俳
文
芸
の
歴
史
に
お
い
て
、全
国
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
を
看
過
す
る
こ
と
は

で
き
ま
い
。
青
木
亮
人
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
（
註
３
）。

芭
蕉
二
百
回
忌
を
取
り
上
げ
た
先
学
に
勝
峯
晋
風
『
明
治
俳
諧
史
話
』（
大
誠
堂
、
昭
和

９
）、
櫻
井
武
次
郎
『
俳
諧
史
の
分
岐
点
』（
和
泉
書
院
、
平
成
16
）
な
ど
が
あ
る
が
、
そ

の
全
貌
や
具
体
的
な
内
容
は
い
ま
だ
不
明
点
が
多
い
。
今
後
の
調
査
に
期
待
し
た
い
。

　
芭
蕉
二
百
回
忌
関
連
事
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、関
連
行
事
や
出
版
物
な
ど
を

一
つ
一
つ
洗
い
出
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
基
礎
研
究
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。

芭
蕉
の
二
百
回
忌
の
関
連
の
句
集
に
つ
い
て
は
、
櫻
井
武
次
郎
が
ま
と
め
て
い
る
が
（
註

４
）、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
『
時
雨
集
』
は
そ
れ
に
漏
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
稿
者
の
調
査

で
は
、
公
的
な
機
関
に
所
蔵
さ
れ
る
出
版
物
は
、
本
稿
末
「
出
版
年
表
」
に
あ
げ
る
三
十
六
点

で
あ
る
（
註
５
）。

二
　
芭
蕉
二
百
回
忌

現
在
の
石
川
県
金
沢
市
山
の
上
町
に
あ
る
小
坂
神
社
は
、
芭
蕉
が
「
奥
の
細
道
」
の
旅
の
さ

い
に
参
拝
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
明
治
二
十
六
年
十
一
月
十
二
日
、
そ
の
神
社
で
脇
起
の
俳

諧
の
連
句
が
お
こ
な
わ
れ
た
。そ
の
と
き
の
模
様
が
当
時
金
沢
で
発
行
さ
れ
て
い
た
俳
諧
雑
誌

『
俳
諧
新
誌
』（
二
十
五
号
）
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
は
稿
者
）。

去
る
十
二
日
小
坂
神
社
内
に
於
て
蔦
の
家
連
か
執
行
し
た
る
花
本
大
明
神
二
百
年
祭
の
正

式
俳
諧
等
は
左
の
如
し

　
　
脇
起
俳
諧
の
連
歌

冬
籠
又
よ
り
そ
は
ん
此
柱
　
　
　
　
神
詠

　
紙
衣
着
か
へ
て
毫
揮
ふ
朝
　
　
　
甫
立

晴
上
る
空
高
ら
か
に
鳶
鳴
て
　
　
　
希
梅

　
　（
後
略
）

「
花
本
大
明
神
」
と
は
芭
蕉
の
こ
と
で
、
発
句
は
「
尚
白
宛
書
翰
」
に
見
ら
れ
る
芭
蕉
の
句

で
あ
る
。
芭
蕉
二
百
回
忌
に
あ
た
り
、
芭
蕉
の
句
を
発
句
に
連
句
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
他
、
た
と
え
ば
三
森
幹
雄
が
明
治
六
年
に
設
立
し
た
明
倫
講
社
の
発
刊
す
る

雑
誌
で
は
し
ば
し
ば
芭
蕉
を
「
祖
神
」
と
称
え
て
お
り
、
芭
蕉
を
神
と
し
た
資
料
は
少
な
く
な

い
。そ
れ
は
芭
蕉
を
神
格
化
し
て
崇
拝
す
る
明
治
期
の
俳
人
が
多
か
っ
た
こ
と
を
も
示
し
て
い

よ
う
。
そ
う
し
た
俳
人
た
ち
は
無
論
、
俳
諧
を
嗜
む
者
た
ち
が
、
芭
蕉
の
二
百
年
忌
に
あ
た
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
行
事
や
、
関
連
出
版
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
明
治
二
十
六
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
俳
諧
新
誌
』（
十
六
号
）
に
は
以
下
の

よ
う
に
あ
る
。

本
年
は
芭
蕉
翁
二
百
年
忌
の
正
当
な
れ
は
京
坂
諸
国
と
も
諸
々
盛
ん
な
る
俳
宴
を
開
か

る
ゝ
よ
し
陸
続
報
あ
り

と
あ
る
。

ま
た
明
治
三
十
九
年
に
蔦
廼
家
俳
壇
か
ら
刊
行
さ
れ
た
園
亭
萎
文
著
『
俳
諧
正
式
鑑
』
に
、
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（
三
）

（
明
治
二
十
六
年
は
）
祖
翁
二
百
年
年
忌
正
当
な
る
が
故
に
日
本
全
国
い
か
な
る
僻
邑
辺

陬
到
る
迄
も
前
後
三
年
が
間
正
式
俳
諧
を
執
行
せ
ざ
る
方
な
し

と
あ
る
。

当
時
の
有
名
俳
諧
宗
匠
の
一
人
で
あ
る
永
機
は
、取
り
越
し
二
百
回
忌
法
要
を
芭
蕉
の
墓
の

あ
る
義
仲
寺
で
七
日
間
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
で
は
な
い
に
し

ろ
、
芭
蕉
二
百
回
忌
は
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
全
国
的
な
営
み
は
俳
文
芸
の
歴
史

に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
近
代
文
化
史
に
お
い
て
も
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

三
　『
時
雨
集
』
の
内
容

『
時
雨
集
』
は
、
一
丁
め
に
「
雲
心
／
巻
舒
／
西
洲
」
と
あ
る
。
そ
れ
以
後
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

①
連
句

芭
蕉
の
句
を
発
句
と
す
る
脇
起
の
連
句
で
一
人
一
句
の
歌
仙
。発
句
の
芭
蕉
と
、挙
句
の
執

筆
を
除
く
三
十
四
名
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

省
我
、
凍
湖
、
泉
残
、
世
外
、
芒
斎
、
小
仙
、
希
斎
、
松
嶺
、
明
京
、
松
甫
、
松
年
、
滴
川
、

如
翠
、
鬼
岳
、
一
二
三
、
希
心
、
守
听
、
抱
湖
、
用
休
、
其
名
、
梅
乢
、
菊
明
、
桐
陰
、
春

窓
、
凉
月
、
四
好
、
勤
岳
、
良
久
、
き
く
女
、
梅
居
、
義
碧
、
木
人
、
若
宜
、
竹
支

②
発
句
（
各
国
）

主
催
者
に
送
ら
れ
た
各
国
（
39
ヶ
国
）
の
俳
人
の
句
。
三
河
の
蓬
宇
、
羽
後
の

風
、
出
雲

の
曲
川
な
ど
有
名
宗
匠
の
名
も
多
く
見
ら
れ
る
。
北
は
北
海
道
か
ら
、
南
は
沖
縄
ま
で
、
こ
の

種
の
も
の
と
し
て
は
広
範
囲
で
あ
る
。
掲
載
順
に
国
名
を
記
し
、
俳
人
数
を
数
字
で
示
す
。
同

国
が
二
カ
所
に
出
て
い
る
場
合
は
、
初
出
に
合
計
し
て
示
す
。

三
河
１
・
尾
張
13
・
遠
江
３
・
駿
河
４
・
甲
斐
９
・
伊
豆
１
・
相
模
３
・
上
野
３
・
下
野
１
・

下
総
７
・
岩
代
２
・
仙
台
２
・
盛
岡
２
・
小
樽
４
・
佐
渡
１
・
羽
前
４
・
羽
後
３
・
越
後
５
・

出
雲
１
・
伯
耆
１
・
因
幡
２
・
豊
後
１
・
鹿
児
島
１
・
沖
縄
１
・
播
磨
１
・
西
京
８
・
大
坂

３
・
近
江
２
・
美
濃
１
・
伊
勢
２
・
讃
岐
１
・
陸
中
３
・
青
森
１
・
加
賀
１
・
常
陸
１
・
武

蔵
７
・
花
巻
１
・
上
総
１
・
東
京
74

③
連
句

省
我
、
蝸
堂
、
竹
支
の
三
吟
歌
仙
。

④
発
句
（
信
濃
）

信
濃
の
俳
人
の
句
。
24
句
。

⑤
連
句

雲
底
、
省
我
、
世
外
、
希
斎
、
芒
斎
、
一
左
、
各
一
句
の
連
句
。

⑥
発
句
（
国
名
な
し
）

国
名
は
な
い
が
、
信
濃
の
俳
人
の
句
。
84
句
。

以
上
の
よ
う
に
、『
時
雨
集
』
は
、
連
句
三
巻
、
発
句
二
九
○
句
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

四

成
立

先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
刊
記
も
序
跋
も
な
く
、『
時
雨
集
』
の
成
立
年
次
等
に
関
す
る
情

報
は
何
ら
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
収
録
俳
句
か
ら
推
定
を
こ
こ
ろ
み
る
。

明
治
時
代
の
旧
派
の
句
集
は
、外
題
の
ほ
か
に
書
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。本
書

も
外
題
の
み
で
、
内
題
は
な
い
。
外
題
に
よ
っ
て
書
名
は
『
時
雨
集
』
と
な
る
。

芭
蕉
の
命
日
に
行
わ
れ
る
句
会
を
「
時
雨
会
」
と
い
い
、「
時
雨
」
は
「
芭
蕉
忌
」
を
象
徴

す
る
言
葉
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
旧
派
の
俳
人
に
と
っ
て
特
別
な
用
語
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
こ

の
句
集
に
は
次
の
句
が
見
ら
れ
る
。

ａ
わ
す
ら
れ
ぬ
忌
日
や
薫
る
初
し
く
れ
　
　
白
隣

ｂ
こ
の
翁
花
の
本
な
り
時
雨
会
　
　
　
　
　
鴬
笠

ｃ
時
雨
忌
や
庭
に
菊
焚
香
や
匂
ふ
　
　
　
　
梅
居

ａ
に
「
忌
日
」、
ｂ
に
「
時
雨
会
」、
ｃ
に
「
時
雨
忌
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
句
集
が
芭

蕉
忌
の
た
め
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
次
の
句
も
み
ら
れ
る
（
傍
線
は

稿
者
）。

　
月
花
や
慕
ひ
し
た
ふ
て
二
百
年
　
　
　
　
蓬
宇

　
時
雨
来
て
し
く
る
ゝ
お
と
や
百
々
林
　
　
不
退

　
し
の
は
し
き
雲
や
時
雨
の
二
百
年
　
　
　
逸
窓

　
殊
に
け
ふ
し
の
ふ
時
雨
や
二
百
年
　
　
　
桐
陰

　
世
に
ふ
り
し
時
雨
や
こ
ゝ
に
二
百
回
　
　
凍
湖

こ
れ
ら
の
句
か
ら
芭
蕉
の
二
百
年
忌
の
お
り
の
も
の
と
知
ら
れ
る
。そ
れ
は
明
治
二
十
六
年

の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、『
時
雨
集
』
は
明
治
二
十
六
年
も
し
く
は
そ
の
前
後
に
成
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
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四
）

五
　
編
者

『
時
雨
集
』
に
は
、
編
者
や
発
行
者
に
関
す
る
情
報
も
な
い
。
そ
こ
で
俳
句
等
か
ら
、
そ
れ

を
推
定
し
て
み
る
。

次
の
句
が
あ
る
（
傍
線
は
稿
者
）。

　
し
く
る
ゝ
や
粟
津
に
か
は
る
諏
訪
の
湖
　
木
甫

　
百
年
の
時
雨
仰
か
ん
諏
訪
の
湖
　
　
　
　
耕
雨

木
甫
は
越
後
の
、
耕
雨
は
伊
勢
の
俳
人
で
、
名
の
知
ら
れ
た
宗
匠
で
あ
る
。
何
か
目
的
が

あ
っ
て
句
集
が
編
ま
れ
た
場
合
、他
の
地
方
の
宗
匠
は
挨
拶
を
こ
め
た
句
を
お
く
る
こ
と
が
あ

る
。木

甫
の
句
は
、
本
来
、
芭
蕉
の
命
日
に
諸
家
の
時
雨
の
句
を
、
粟
津
の
義
仲
寺
の
廟
に
供
え

た
こ
と
か
ら
時
雨
会
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
お
り
、粟
津
に
か
わ
っ
て
諏
訪
湖
で
時

雨
会
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
詠
ん
だ
挨
拶
の
句
と
解
釈
で
き
る
。
ま
た
耕
雨
の
句
も
、
諏
訪

湖
で
芭
蕉
を
仰
ぐ
と
い
う
の
だ
か
ら
、
挨
拶
の
句
と
解
釈
で
き
る
。
も
し
右
の
二
句
が
挨
拶
の

句
で
あ
れ
ば
、『
時
雨
集
』
が
信
州
諏
訪
湖
周
辺
の
俳
人
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
推
察
さ
れ
る
。
巻
頭
に
お
か
れ
た
連
句
の
挙
句
が

　
曙
起
の
諏
訪
の
あ
た
ゝ
か

と
あ
る
の
も
、
そ
れ
を
証
し
て
い
よ
う
。

ま
た
信
濃
の
俳
人
の
句
が
多
く
、各
国
の
も
の
と
別
扱
い
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
れ
を
証
し

て
い
よ
う
。
と
す
る
と

　
湖
に
脚
さ
し
て
や
む
し
く
れ
哉
　
　
　
　
曲
川

　
湖
も
時
雨
か
へ
し
て
磯
日
和
　
　
　
　
　
松
年

と
あ
る
「
湖
」
は
「
諏
訪
湖
」
の
こ
と
で
、
挨
拶
の
句
と
解
釈
で
き
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
①
の
連
句
は
、
脇
起
で
、

　
　
　
脇
起

　
時
雨
る
ゝ
や
田
の
あ
ら
株
の
黒
む
ほ
と
　
芭
蕉
翁

　
　
ひ
つ
そ
り
と
し
て
暮
る
冬
の
日
　
　
　
　
省
我

と
あ
り
、
発
句
は
芭
蕉
、
脇
句
は
省
我
で
あ
る
。

旧
派
の
句
集
で
最
初
に
連
句
が
置
か
れ
る
場
合
、「
発
句
は
最
も
重
要
な
客
が
詠
み
、
脇
句

は
亭
主
（
主
催
者
）
が
詠
む
」
と
い
う
連
句
の
原
則
が
守
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
を
あ
げ
る

と
、
明
治
二
十
九
年
四
月
に
発
行
さ
れ
た
『
鶴
巻
集
』
は
、
千
葉
県
鶴
巻
に
住
む
遊
徳
庵
竹
鮮

が
四
十
二
歳
と
な
り
厄
年
を
む
か
え
る
た
め
、
そ
の
除
厄
の
た
め
に
編
ま
れ
た
句
集
で
あ
る
。

刊
記
に
編
者
兼
発
行
者
は
遊
徳
庵
竹
鮮
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。序
は
下
総
の
宗
匠
旭
斎
が

記
し
て
い
る
。
巻
頭
に
連
句
が
置
か
れ
、

　
　
　
除
厄
賀

　
し
ら
梅
や
浦
の
潮
風
四
十
二
咲
　
　
　
　
旭
斎

　
　
霞
か
く
れ
に
昇
る
旭
の
色
　
　
　
　
　
竹
鮮

客
で
あ
る
旭
斎
は
「
四
十
二
咲
」
と
竹
鮮
の
年
齢
を
詠
み
込
ん
で
挨
拶
し
、
亭
主
の
竹
鮮
も

「
昇
る
旭
」
と
旭
斎
の
名
を
詠
み
込
ん
で
こ
た
え
て
い
る
。
故
人
の
追
善
・
追
福
を
目
的
と
す

る
連
句
の
場
合
は
、
発
句
は
追
善
さ
れ
る
故
人
、
脇
句
は
追
善
の
主
催
者
が
詠
む
。
た
と
え
ば

芭
蕉
の
高
弟
で
あ
る
北
枝
の
二
百
年
忌
の
句
集
『
か
や
つ
り
草
』
で
は
、
巻
頭
の
連
句
の
発
句

は
北
枝
の
句
、
脇
句
は
主
催
者
の
一
人
で
あ
る
起
翠
が
詠
ん
で
い
る
。『
時
雨
集
』
も
同
様
に

み
な
す
と
す
る
と
、
①
の
連
句
は
、
客
は
芭
蕉
、
そ
れ
を
追
善
す
る
亭
主
が
省
我
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

ま
た
巻
軸
の
句
も
亭
主
が
詠
む
こ
と
が
多
く
、
前
掲
『
鶴
巻
集
』
の
最
後
の
句
は

　
鴬
に
筆
置
て
き
く
初
音
か
な
　
　
　
　
　
竹
鮮

と
、
亭
主
の
竹
鮮
が
詠
ん
で
い
る
。
前
掲
『
か
や
つ
り
草
』
は
、
挙
句
は
「
執
筆
」
の
た
め
、

そ
の
前
句
に
注
目
す
る
と
、
も
う
一
人
の
主
催
者
雪
袋
が
詠
ん
で
い
る
。『
時
雨
集
』
の
最
後

の
句
は

　
水
仙
や
ぬ
か
つ
く
膝
に
ひ
と
雫
　
　
　
　
省
我

と
あ
り
、
省
我
が
亭
主
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、『
時
雨
集
』
の
編
者
、
ま
た
は
発
行
者
、
ま
た
は
編
者
兼
発
行
者
は

「
省
我
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

諏
訪
に
関
係
し
、「
省
我
」
と
号
す
る
俳
人
の
候
補
と
し
て
は
「
藤
森
省
我
」
が
あ
げ
ら
れ

る
。
明
治
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
東
旭
斉
編
『
古
今
俳
諧
明
治
五
百
題
』（
発
売
人
朝
野
利
兵

衛
・
出
版
人
江
島
喜
兵
衛
）
の
名
録
に

　
　
省
我
　
信
州
上
之
諏
訪
町
　
藤
森
勝
平

と
あ
る
。

矢
羽
勝
幸
・
田
子
修
一
編
著
『
近
世
信
濃
俳
人
・
俳
句
全
集
』（
平
成
十
六
年
、
象
山
社
）
に

よ
れ
ば
、
藤
森
省
我
は
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
九
月
四
日
に
没
、
享
年
は
六
十
五
歳

で
あ
る
。
上
諏
訪
清
水
町
の
人
で
、
幕
末
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
俳
人
番
付
の
上
位
に
登
場

し
、
岩
波
其
残
と
と
も
に
諏
訪
の
明
治
旧
派
を
代
表
す
る
俳
人
で
あ
る
。
は
や
く
に
教
林
盟
社

社
員
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
前
掲
『
古
今
俳
諧
明
治
五
百
題
』、
そ
の
続
編
『
古
今
俳
諧
明
治
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新
五
百
題
』（
明
治
一
四
年
刊
）
に
句
が
載
り
、
明
治
十
二
年
十
月
に
刊
行
さ
れ
た
広
田
精
知

編
『
明
治
附
合
集
』（
発
売
人
川
勝
徳
次
郎
・
出
版
人
西
口
忠
助
）
に
は
、「
信
濃
」
の
俳
人
の

発
句
を
載
せ
た
箇
所
に

　
露
白
し
里
の
灯
か
け
も
た
え
し
比
　
　
　
省
我

と
あ
る
。
ま
た
芭
蕉
堂
楓
城
編
『
閑
古
集
』（
明
治
二
十
二
年
十
月
序
）
は
、『
時
雨
集
』
と
同

じ
く
芭
蕉
二
百
回
忌
集
の
一
点
で
あ
る
が
、そ
れ
に
句
が
載
る
信
濃
の
俳
人
の
二
人
の
内
の
一

人
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
、全
国
の
俳
人
の
句
を
載
せ
る
、旧
派
の
句
集
に
名
が
載
る
省
我
は
、

全
国
的
に
よ
く
知
ら
れ
た
俳
人
と
い
え
よ
う
。

「
省
我
」
が
、
当
時
全
国
的
に
名
の
知
ら
れ
た
俳
人
で
あ
る
藤
森
省
我
で
あ
れ
ば
、
年
齢
を

考
え
て
も
、『
時
雨
集
』
を
編
み
、
発
行
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
り
、
各
国
の
俳
人
か

ら
句
が
送
ら
れ
た
の
も
首
肯
さ
れ
る
。
ま
た
先
に
『
時
雨
集
』
の
成
立
を
明
治
二
十
六
年
前
後

と
し
た
が
、編
者
が
藤
森
省
我
で
あ
れ
ば
九
月
四
日
に
没
し
て
い
る
の
で
明
治
二
十
七
年
の
成

立
の
可
能
性
は
低
く
、
明
治
二
十
六
年
以
前
の
成
立
と
な
る
。

六

お
わ
り
に

『
時
雨
集
』
は
、
発
行
目
的
が
記
さ
れ
る
序
や
跋
が
な
く
、
し
か
も
刊
記
が
な
い
。
し
か
し

内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
が
芭
蕉
の
二
百
回
忌
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。今

後
の
文
芸
研
究
の
課
題
と
し
て
は
、収
録
さ
れ
た
連
句
が
い
つ
お
こ
な
わ
れ
た
か
、な
ぜ

編
集
目
的
や
刊
記
が
な
か
っ
た
か
、
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
や
、
他
の
二
百
回
忌
句
集

と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
近
代
文
化
研
究
と
し
て
の
課
題
も
あ
る
。
高
橋
敏
は
、
近
世
に
「
従
来
の
行
政
制
度

や
社
会
組
織
と
は
異
質
な
教
育
組
織
」
が
あ
っ
た
と
し
、「
個
々
の
地
域
を
柔
軟
に
結
び
つ
け

る
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
「
手
っ
取
り
早
く
全
国
規
模
で
一
覧
で
き
る
の
は
俳
諧
で
あ
る
」

と
す
る
。
さ
ら
に
「
俳
諧
の
量
的
普
及
・
浸
透
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
育
・
文
化
の
置
か
れ

た
環
境
の
大
体
の
推
移
が
見
え
て
く
る
」
と
す
る
（
註
６
）。
芭
蕉
二
百
回
忌
は
全
国
的
に
見

ら
れ
る
営
み
で
、
そ
の
あ
り
よ
う
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
世
か
ら
近
代
に
ど
の

よ
う
に
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
継
続
さ
れ
た
か
一
覧
で
き
よ
う
。

ま
た
子
規
と
そ
の
門
流
の
「
新
派
」
と
「
旧
派
」
の
大
き
な
相
違
点
は
連
句
に
あ
る
。
子
規

は
「
個
」
の
芸
術
を
重
視
し
、
共
同
製
作
で
あ
る
連
句
に
否
定
的
で
あ
っ
た
が
、
旧
派
の
宗
匠

は
連
句
を
重
視
し
、
皆
が
寄
り
集
ま
っ
て
一
つ
の
作
品
を
な
す
「
場
」
も
重
視
し
た
。「
新
派
」

も
「
旧
派
」
も
、
歳
時
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、「
画
一
的
な
イ
メ
ー
ジ
」
つ
ま
り
共
通
の
認

識
・
共
通
の
価
値
観
が
全
国
的
に
必
要
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
連
句
は
、
原
則
と
し
て
発
句
で

は
詠
ま
れ
な
い
神
祇
・
釈
教
・
恋
・
無
常
な
ど
、
自
然
・
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
詠
み
、
し

か
も
連
句
全
体
と
し
て
の
視
野
と
前
句
に
ど
の
よ
う
に
付
け
る
か
と
い
う
、高
度
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
要
求
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
発
句
し
か
詠
ま
な
い
人
に
は
な
い
認
識
・
価
値
観

を
も
形
成
す
る
。
近
世
に
お
い
て
は
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
は
ほ
と
ん
ど
在

住
地
を
移
動
す
る
こ
と
な
い
。
そ
の
た
め
、
連
句
で
は
地
域
的
な
特
色
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

る
。「
時
雨
」
と
い
え
ば
「
芭
蕉
忌
」
を
思
う
、
と
い
っ
た
全
国
的
な
共
通
理
解
と
は
別
に
、
た

と
え
ば
、
た
だ
「
山
」
と
い
っ
た
場
合
、
京
で
は
比
叡
山
を
思
い
浮
か
べ
、
津
軽
で
は
岩
木
山

を
思
い
浮
か
べ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
連
句
の
場
は
、
い
わ
ば
「
あ
れ
」「
こ
れ
」
で
具

体
的
な
も
の
を
特
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
、つ
ま
り
高
度
な
推
測
を
要
請
さ
れ
る
指
示
に
応
じ

る
こ
と
の
で
き
る
知
識
を
蓄
積
す
る
場
で
も
あ
っ
た
。「
新
派
」
が
主
流
に
な
る
こ
と
で
、
大

き
く
変
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
旧
派
に
み
ら
れ
る
細
部
の
地
域
差
を
、各
地
の
二
百
回
忌
句
集

を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

【
注
】

１

東
明
雅
「
近
・
現
代
の
連
句
界
と
連
句
誌
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
六
七
一
号
、
昭
和

六
十
二
年
五
月
）。

２

正
岡
子
規
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
国
文
学
研
究
の
専
門
誌
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』（
至

文
堂
）
で
「
正
岡
子
規
　
没
後
百
年
」（
八
四
七
号
、
平
成
十
二
年
十
二
月
）、
同
じ
く
国

文
学
研
究
の
専
門
誌
『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』（
学
燈
社
）
で
「
正
岡
子
規
・
や

わ
ら
か
な
思
想
」（
七
○
九
号
、
平
成
十
六
年
三
月
）
の
特
集
が
組
ま
れ
、
近
年
で
は
遠

藤
利
國
『
明
治
廿
五
年
九
月
の
ほ
と
と
ぎ
す
　
子
規
見
参
』（
平
成
二
十
二
年
三
月
、
未

知
谷
）
と
い
っ
た
明
治
二
十
五
年
の
子
規
像
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
書
物
も
あ
る
。

研
究
文
献
に
つ
い
て
は
、平
成
二
年
一
月
か
ら
平
成
十
三
年
九
月
ま
で
の
も
の
を
収
録
し

た
渡
辺
順
子
「
正
岡
子
規
参
考
文
献
目
録
」
が
前
掲
「
正
岡
子
規
　
没
後
百
年
」
に
掲
載

さ
れ
る
。

３

青
木
亮
人
「
芭
蕉
二
百
回
忌
と
「
芭
蕉
雑
談
」
に
つ
い
て
」（『
大
阪
俳
文
学
研
究
会
』
四

十
四
号
、
平
成
二
十
二
年
十
月
）。

４

櫻
井
武
次
郎
「
芭
蕉
二
百
回
忌
」（『
大
阪
俳
文
学
研
究
会
』
三
十
四
号
、
平
成
十
二
年
十

月
）、
同
「
芭
蕉
二
百
回
忌
　
補
遺
」（『
大
阪
俳
文
学
研
究
会
』
三
十
五
号
、
平
成
十
三
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六
）

年
　
十
月
）、
同
「
芭
蕉
二
百
回
忌
、
再
三
」（『
大
阪
俳
文
学
研
究
会
』
三
十
六
号
、
平

成
十
四
年
十
月
）

５

た
と
え
ば
竹
谷
政
雄
『
北
陸
の
俳
壇
史
』（
昭
和
四
十
四
年
、
北
国
書
林
）
に
「
城
端
の

兎
文
と
北
園
を
中
心
に
俳
諧
の
振
興
が
見
ら
れ
、芭
蕉
二
百
年
忌
法
会
を
執
行
、そ
の
記

念
句
集
「
す
ぐ
れ
句
集
」
が
出
た
」
と
あ
る
が
、「
す
ぐ
れ
句
集
」
は
今
日
伝
わ
ら
ず
、
こ

の
よ
う
な
、
今
日
伝
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
、
個
人
蔵
の
も
の
な
ど
を
加
え
れ
ば
、
少
な
く

と
も
五
十
点
前
後
の
出
版
物
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

６

高
橋
敏
『
江
戸
の
教
育
力
』（
二
○
○
七
年
、
ち
く
ま
新
書
６
９
２
）
一
八
二
〜
一
八
三

頁
。

【
附
記
】
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
御
所
蔵
本
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
図

書
館
、
及
び
御
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
秋
尾
敏
氏
、
鹿
島
美
千
代
氏
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

【
芭
蕉
二
百
回
忌
出
版
年
表
】

明
治
８
年
10
月
『
二
百
回
忌
取
越
翁
忌
集
』（
天
理
図
書
館
他
蔵
）

明
治
９
年
10
月
『
翁
追
善
筆
の
跡
集
』（
天
理
図
書
館
他
蔵
）

明
治
10
年
冬

『
祭
典
集
』（
天
理
図
書
館
他
蔵
）

明
治
13
年
４
月
『
酬
恩
集
』（
石
川
県
立
図
書
館
月
明
文
庫
他
蔵
）

明
治
16
年

『
蕉
跡
募
修
』（
芭
蕉
翁
記
念
館
蔵
）

明
治
16
年
４
月
『
水
音
集
』（
岐
阜
県
図
書
館
蔵
）

明
治
17
年
４
月
『
奉
納
祖
翁
二
百
回
忌
遠
忌
俳
諧
之
連
歌
』（
天
理
図
書
館
他
蔵
）

明
治
21
年
５
月
『
祖
翁
二
百
回
忌
追
福
四
時
混
題
句
集
』（
天
理
図
書
館
蔵
）

明
治
21
年
仲
秋
『
元
祖
太
白
堂
桃
隣
居
士
二
百
回
忌
句
集
』（
国
会
図
書
館
蔵
）

明
治
22
年

『
芭
蕉
翁
二
百
年
祭
翁
塚
建
設
発
句
十
万
輯
』（
岡
山
市
立
図
書
館
蔵
）

明
治
22
年

『
閑
古
集
』（
芭
蕉
翁
記
念
館
蔵
）

明
治
24
年

『
翁
忌
二
百
年
祭
発
句
輯
抜
粋
各
上
座
』（
岡
山
市
立
図
書
館
蔵
）

明
治
24
年
夏

『（
一
枚
摺
・
書
名
無
）』（
鳴
弦
文
庫
蔵
）

明
治
25
年

『
芭
蕉
翁
建
碑
落
成
二
百
年
祭
発
句
大
会
高
評
』（
弘
前
市
立
図
書
館
蔵
）

明
治
25
年

『
月
の
友
集
』（
鳴
弦
文
庫
他
蔵
）

明
治
25
年
４
月
『
ふ
た
も
ゝ
年
集
』（
鳴
弦
文
庫
蔵
）

明
治
25
年
７
月
『
春
光
集
』（
天
理
図
書
館
他
蔵
）

明
治
26
年

『
草
の
餅
』（
天
理
図
書
館
他
蔵
）

明
治
26
年

『
時
雨
集
』（
天
理
図
書
館
他
蔵
）

明
治
26
年

『
松
尾
桃
青
翁
之
伝
』（
山
梨
県
図
書
館
）

明
治
26
年
春

『
追
福
集
』（
天
理
図
書
館
他
蔵
）

明
治
26
年
４
月
『
夢
の
跡
』（
天
理
図
書
館
他
蔵
）

明
治
26
年
５
月
『
早
苗
の
み
け
』（
天
理
図
書
館
他
蔵
）

明
治
26
年
６
月
『
芭
蕉
翁
発
句
集
』（
国
会
図
書
館
蔵
）

明
治
26
年
６
月
『
清
流
』（
芭
蕉
翁
記
念
館
他
蔵
）

明
治
27
年

『
い
な
み
し
ふ
』（
天
理
図
書
館
他
蔵
）

明
治
27
年

『
み
の
の
け
集
』（
芭
蕉
翁
記
念
館
他
蔵
）

明
治
27
年

『
髭
ふ
く
ろ
』（
天
理
図
書
館
他
蔵
）

明
治
27
年
５
月
『
深
川
冬
木
町
芭
蕉
霊
社
二
百
年
祭
句
集
』（
国
会
図
書
館
蔵
）

明
治
27
年
６
月
『
潮
か
し
ら
』（
天
理
図
書
館
他
蔵
）

明
治
27
年
６
月
『
華
橘
集
』（
国
会
図
書
館
蔵
）

明
治
28
年
８
月
『
月
廼
筵
』（
天
理
図
書
館
他
蔵
）

明
治
28
年
３
月
『
琵
琶
湖
集
』（
国
会
図
書
館
他
蔵
）

明
治
28
年
４
月
『
穂
屋
の
し
を
り
』（
天
理
図
書
館
他
蔵
）

明
治
28
年
11
月
『
桜
廼
懐
古
』（
芭
蕉
翁
記
念
館
他
蔵
）

明
治
28
年
12
月
『
下
条
俳
諧
温
地
の
栞
』（
国
会
図
書
館
他
蔵
）

明
治
29
年

『
早
稲
の
香
』（
富
山
県
立
図
書
館
蔵
）

（
平
成
23
年
４
月
19
日
受
付
）

（
平
成
23
年
7
月
12
日
採
録
）
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